
相互評価活動を取り入れた道徳科の学習指導過程 

（例）教材名：「臓器ドナー」（内容項目 D 生命の尊さ） 

導

入 

              ※臓器提供についての理解を深める。 

【教材への導入：臓器提供について知る】 

               （発問例） 

○臓器提供について知っていますか。 

               （教材、資料等）人体模型、臓器提供意思表示カード、 

各教科の既習内容及び臓器提供の現状に 

ついて確認するスライド資料等 

 

 

展

開 

※教材で印象に残った場面など、感想を交流する中で教材の

あらすじを整理し、教材理解を深める。 

              （発問例） 

              ○教材文で印象に残った場面はどこですか。 

               「なぜ、○○（人物）は、～したのでしょうか。」                    

「どのような考えで、○○（人物）は、～したのでしょうか。」 

              ※臓器提供について、主体的に選択・判断したことを踏ま 

え、考えさせる発問をする。 

               「なぜ、○○（人物）は、～したのでしょうか。」 

               「○○（人物）が大切にしたのはどのようなことでしょうか。」 

「○○（人物）の行為や生き方を、どう思いますか。」 

                 

              ※自分自身の問題として、迷いや葛藤の中で選択・判断 

（理由）を問う発問をする。 

（発問例） 

◎「あなたは臓器提供を希望しますか、それともしませんか。理由も 

併せて考えましょう。」 

                     

相互評価活動を取り入れた話合い 

①  課題に対する自分の考えを「相互評価シート」に 

書く。 

②  同じ班の他者の考えに対して、５視点（共感、疑問、

新たな気付き、興味・関心がある、その他）を基に 

コメントを書く。 

③  話合いのステップ（別添）を基に、「相互評価シート」

を活用して話合いをする。自分と他者の考えの背景に

ある理由に着目し話合いを進める。また、他の班の考

えを参照しながら、自分の考えを深める。 

学級全体での議論 

④  話合いを終えて、ねらいに関わる生徒の発言につい

て学級全体で考え、考えを深める。 
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道徳的価値 

の理解を深める 

話合いで多様な考えに触れ、 

生き方についての考えを深める 

 「生命」について考えよう 

 

小グループで、 

「相互評価シート」を 

基に話合いをする。 

 

教材や道徳的価値に 

対する生徒の実態を

把握する 



 

 

終

末 

 ※ねらいの根底にある道徳的価値を主体的に捉え、 

人間としての生き方についての考えを深める。 

・教師の説話を聞く。 

・本時で考えたことや気付いたことを書く中で、人間と 

しての生き方についての考えを深める。 

（発問例） 

○「生命」について、考えたことや気付いたことを書いてみよう。 

 

人間としての生き方についての考えを深める 

振
り
返
り 

本時を振り返る 


